






要約:過去3年間の東大産婦人科の外科症例数は18例で,内訳は,臍帯ヘルニア3例,水頭症

3 例,心奇形 3 例,cystic hygroma2 例,鎖肛 2 例,prune-belly 症候群 1 例,腸回転異常 1

例,meconiumperitonitis1 例,横隔膜ヘルニア 1例,腎腫瘍 1例となっていた。外科症例 18

例のうち,11 例で出生前診断が可能であり,必要な周産期管理及び新生児期早期からの処

置を行った。母体移送症例は 12 例で,スクリーニングによる異常の指摘,羊水過多,前回

IUFD が紹介理由であった。 


